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タンザニア 7 地域の市場調査
―取り扱い食品から見る地域食性―

目的

2022年にタンザニア 5地域の市場調査を実施

し報告した（武藤, 2023）。その結果、市場で

取り扱う食品に各対象地域の特色、地域食性と

の関係性が示唆され、地域食性は地理的特性や

宗教的背景が影響する（石川, 2000）という既

知の情報と一致する結果が示された。この結果

を踏まえ、タンザニアのそのほかの地域の食性

を確認するために2023年に新たに 2地域で調査

を実施した。

対象

タンザニア国内で主食に用いられる食料の生

産量には大きな地域特性がある。全国的に生産

されているトウモロコシ（The United Republic of 

Tanzania（URT), 2021）は、タンザニアの主食

の 1つであるウガリの主材料である。Cochrane

ら（2015）が実施した食糧バスケット調査によ

ると、キャッサバの生産は、海岸沿い及びヴィ

クトリア湖付近で生産が特に多く、2021年の

URTの報告でもタンザニア本土で最大の収穫面

積を持ち、海沿いの南東部に位置するムトワラ

と比較して、ダルエスサラーム及びリンディの

収穫面積は中程度であり、モロゴロ及びドドマ

はわずかであった。エネルギー摂取は南部高

原で、トウモロコシ由来が約半分を占めていた

（51%）が、地域により摂取する炭水化物供給

源の食料品目および種実類が異なる。しかし、

たんぱく質供給源は豆が中心であり、肉や魚な

どからの摂取は全国的に不足傾向である。

今回の対象地域は、2022年に実施したタンザ

宇都宮大学国際学部多文化公共圏センター 武 藤 杏 子

津 田 勝 憲

加 藤 珠 比

宇都宮大学国際学部多文化公共圏センター

京都大学アフリカ地域研究資料センター

林 　 将 之植物図鑑作家

奥 井 鮎 沙「在来知の格差・近代的変容・革新」科研費研究協力者

大 森 玲 子宇都宮大学地域デザイン科学部コミュニティーデザイン学科

阪　本　公美子宇都宮大学国際学部国際学科

ｖ

図1　 タンザニア対象地域地図 白地図専門店より
引用し、筆者が編集



107

ニア東海岸のインド洋上に位置するザンジバル

島（以下、ザンジバル）、タンザニア中央部に

位置する半乾燥地域ドドマ州ドドマ市（以下、

ドドマ）、南部高原地域に位置するイリンガ州

イリンガ県イリンガ市（以下、イリンガ）、及

び農村地域イフンダ郡（以下、イフンダ）、タ

ンザニア南東部に位置しインド洋に面するリ

ンディ州リンディ県リンディ市（以下、リン

ディ）の 5地域に、タンザニア最大の経済都市

であり以前の首都であるダルエスサラーム州

（以下、ダルエスサラーム）、タンザニア中東

部に位置するモロゴロ州（以下、モロゴロ）

の 2地域を追加し、計 7地域を調査対象とした

（図 1）。なお、対象市場は、イリンガ市、イ

フンダ郡を除き、必ずしも各地域において代表

的、もしくは網羅した市場とは限らない。ま

た、ダルエスサラームのKariakoo市場は市場中

心の建物が改装中につき、調査範囲に制限が

あった。

方法

2022年 8 月10日から 9 月 9 日、2023年 8 月17

日から 9 月 9 日の間に各地域の市場に筆者らが

直接訪問し、写真での記録及び市場関係者への

聞き取り調査を行いデータ収集した。また、

2017年10月～2020年 2 月の間に取り扱いが確認

できている食品については「既知の知見」と

して別途明記した。2022年に分類した「葉物

野菜」、「その他の野菜」、「主食となる食

品」、「果物」、「肉」、「魚介類」、「香辛

料」、「その他」に、新たに「豆類」及び「種

実類」を追加した。「その他」には、塩、砂

糖、油といった基本調味料に加えトマトソース

やピーナッツバターを含む調味料、コーヒーや

炭酸飲料を含む清涼飲料、スナック菓子や現地

特有の菓子を含む菓子類、卵、牛乳、調理道具

を含む生活用品などを含めた。

結果

調査結果を表 1～10に示す。食品名について

は、日本語名（一部学名）および現地語のスワ

ヒリ語名（一部へへ語や英語）をそれぞれ記

す。取り扱いがある食品に「〇」印をつけた。

なお、大きな市場については「市場」、地元住

民が利用するような小さな店については「商

店」と記載した。ザンジバルのパジェ村で調査

した商店11店舗については、集約し記載した。

葉物野菜では、ドドマ、ダルエスサラーム、

モロゴロでの取り扱い種類が豊富であった。一

方で、イフンダ及びリンディでの取り扱い種類

は少なかった（表 1）。その他の野菜は、いず

れの対象地域でも取り扱う種類が豊富であり、

特にダルエスサラームとモロゴロでの取り扱

い種類が豊富であった。パプリカ、カリフラ

ワー、ネギといった西洋野菜の取り扱いは、ド

ドマ、イリンガ、ダルエスサラーム、モロゴロ

の 4地域のみであった（表 2）。豆類は、ダル

エスサラーム及びモロゴロで豊富な種類を確認

できた。その他地域の市場でもいくつかの種類

の豆類を確認できた（表 3）。主食となる食品

は、いずれの地域でも多様な種類を取り扱って

いたが、特にダルエスサラームとモロゴロで

取り扱い種類が多かった（表 4）。果物は、ザ

ンジバルでの取り扱い種類が他 6地域よりも多

かった。モロゴロで確認したMbilimbiはスター

フルーツと同属のナガバノゴレンシ（Averrhoa 

bilimbi）を指す。また、柑橘類としてミカン類

の取り扱いがあったが、いわゆる日本のウン

シュウミカンとは異なる品種であった。日本語

名がない在来の野生果実は（表に学名明記）、

イリンガで取り扱いが特に豊富であった（表

5）。種実類は、モロゴロで取り扱いが確認で

きた（表 6）。肉は、ザンジバル、ダルエスサ

ラーム、モロゴロでのみ確認できた。ザンジバ

ルとダルエスサラームで取り扱われていた肉類

は、鶏と牛、モロゴロではハト肉の取り扱いも
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表1　葉物野菜（7地域の市場での取り扱い）
Lindi

2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
キャベツ Kebeji (Kabichi） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
紫キャベツ Kebeji (Kabechi) zambarau 〇 〇 〇 〇 〇
ほうれん草 Spinachi 〇 〇 〇 〇
白菜 Chinese kebeji 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
サツマイモの葉 Matembele 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
かぼちゃの葉 Majani ya maboga 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ホソアオゲイトウ Mchicha 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アマランサスの在来種 Mchicha kienyeji/pori 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
イヌホオズキ Mnafu 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
カラシナ Figili * 〇 〇 〇 〇 〇
セロリ Figili * 〇 〇 〇 〇 〇
大根の葉 Majani ya figili 〇 〇 〇
ササゲの葉 Majani ya kunde 〇 〇 〇
ケール Sukuma wiki 〇
ルッコラ Rucola 〇
イタリアンパセリ Parsley ya Italia 〇
レタス Lettuce 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
空心菜 Mchicha maji 〇
キャッサバの葉 Majani ya mhogo 〇 〇
キャッサバの葉加工品 Kisamvu 〇
*:Figiliと呼ばれる野菜が複数存在する。いずれも在来種ではない野菜のため、Figiliの名称が用いられていると推察する。
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エリア Zanzibar Dodoma Iringa

1/1

Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
大根 Figili* 〇
ピーマン Pilipili hoho 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
オクラ Bamia 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ニンジン Karoti 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ナス Biringanyi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
米ナス Biringanyi 〇 〇
アフリカナス Nyanya chungu 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アフリカナス Nyanya chungu kienyeji 〇 〇
トマト Nyanya 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
玉ねぎ Kitunguu 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
紫玉ねぎ Kitunguu cha zambarau 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⻑ネギ Leki 〇 〇 〇 〇 〇 〇
きゅうり Tango 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ズッキーニ Zukini 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
パプリカ Paprika 〇 〇 〇 〇 〇
ブロッコリー Broccoli 〇 〇 〇
カリフラワー Koliflower 〇 〇 〇 〇 〇 〇
キノコの粉 Unga wa uyoga 〇
*:Figiliと呼ばれる野菜が複数存在する。いずれも在来種ではない野菜のため、Figiliの名称が用いられていると推察する。
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Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
えんどう豆 Njegere 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
インゲン Maharage mekundu 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
レンズ豆 Dengu 〇 〇
キマメ Mbaazi 〇
リョクトウ Choroko 〇 〇
大豆 Maharagwe soya 〇 〇 〇 〇 〇
グリーンピース Njegere 〇 〇 〇
バンバラ豆 Njugumawe 〇
その他の豆類 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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エリア Zanzibar Dodoma Iringa
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Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
キャッサバ Mhogo 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(乾) キャッサバ Mhogo 〇 〇
キャッサバの粉 Unga ya mhogo 〇
ジャガイモ Kiazi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
米 Mchele 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(生) トウモロコシ Mahindi 〇 〇 〇 〇
(乾) トウモロコシ Mahindi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
トウモロコシの粉 Sembe 〇 〇 〇 〇 〇
モロコシ (赤) Mtama nyekundu 〇 〇 〇 〇
モロコシ (白) Mtama nNyeupe 〇 〇 〇 〇 〇
サツマイモ Viazi vitamu 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
サツマイモ (リシェ) Lishe 〇 〇
⻑いも Viazi vikuu ndefu 〇
里芋 Gimbi 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼩⻨粉 Unga ngano 〇 〇 〇 〇 〇 〇
⼩⻨ Ngano 〇 〇 〇
かぼちゃ Maboga 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
バターナッツカボチャ Butternut pumpkin ** 〇 〇 〇
調理用バナナ Ndizi (kupika) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
パスタ Pasta 〇 〇 〇 〇 〇 〇
麺類 Tambi 〇 〇
パン Mkate 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ビーツ Beets 〇 〇 〇 〇 〇
キビ Uwele 〇 〇
ひょうたん Mamumunya 〇 〇
**: Malengeをバターナッツカボチャと呼ぶ場合もある。
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Chaani
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1-11

Makunduchi
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商店2

Majengo
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エリア Zanzibar Dodoma Iringa Ifunda

Soko la
dugai市場
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その付近の商店

既存の
知見

市場とその
付近の商店

既存の
知見

Ngomero
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Nyuki市場 Kariakoo
市場

Soko ya Miji
Mpya 市場

Kingar
u市場

Dumila
市場

1/1

表2　その他の野菜（7地域の市場での取り扱い）

表3　豆類（7地域の市場での取り扱い）

表4　主食となる食品（7地域の市場での取り扱い）
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あった。イリンガ、イフンダでも牛肉及び豚肉

の 2種類の取り扱いがあることが既知の知見と

して確認されている（表 7）。

魚介類は、生の魚介類は、ザンジバルでのみ

取り扱いが確認された。ダルエスサラームには

魚介類専門の魚市場があるが、2023年は調査を

行っていないため、ダルエスサラームにおける

生の魚介類については確認していない。乾燥

された魚介類は全ての対象地域で取り扱いが

あったが、取り扱う種類はザンジバルが最も多

かった。ダルエスサラームで取り扱いのあった

Migebukaはスズキの仲間である（表 8）。香辛

Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
マンゴー Embe 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
柑橘類 Chungwa 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
バナナ Ndizi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(乾) デーツ Mtende 〇 〇 〇 〇
スイカ Tikiti maji 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
パイナップル Nanasi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
タマリンド Kwaju 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ココナッツ Nazi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
パパイヤ Papai 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ジャックフルーツ Fenesi 〇 〇 〇
パッションフルーツ Pasheni 〇 〇 〇 〇 〇 〇
グアバ Mpera 〇 〇
リンゴ Tufaha 〇 〇 〇 〇 〇
ぶどう Zabibu 〇 〇 〇 〇 〇
メロン Tikiti 〇
レモン Limau 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アボカド Parachichi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
バオバブ Mbuyu 〇 〇 〇
タマゴノキ Spondias dulcis Embe ngongo 〇 〇
ナガバノゴレンシ Mbilimbi 〇
パンノキ Shelisheli 〇 〇
ザクロ Komamanga 〇 〇
Vitex madiensis Misasati 〇 〇
Vangueria sp. Misada 〇
Thespesia garckeana Mitoo 〇
Vitex doniana Mifudu 〇
Parinari curatellifolia Misaula 〇

Ngomero
市場

Temeke
市場

Nyuki市場 Kariakoo
市場

Soko ya Miji
Mpya 市場

Kingar
u市場

Dumila
市場

Ifunda

Soko la
dugai市場

Soko kuu市場と
その付近の商店

既存の
知見

市場とその
付近の商店

既存の
知見

Dar es Salarm

市場

Morogoro
調査実施年

場所 Darajani
市場

Chaani
市場

Chaani
商店

Paje 商店
1-11

Makunduchi
商店1

Makunduchi
商店2

Majengo
市場

エリア Zanzibar Dodoma Iringa

1/1

Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
ゴマ Ufuta 〇 〇 〇 〇
ピーナツ Karanga 〇 〇 〇
ヒマワリ Alizeti 〇 〇
アーモンド Mlozi 〇
かぼちゃの種 Mbegu za maboga 〇
トウゴマ Nyonyo 〇
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Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
鶏 Kuku 〇 〇
ハト Njiwa 〇
牛 Ng'ombe 〇 〇 〇 〇
豚 Nguruwe 〇 〇
牛の足 Mguu wa ng'ombe 〇
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Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
(生) タコ Pweza 〇 〇
(生) イカ Ngisi 〇 〇
(生) マグロ Tuna 〇 〇
(生) カタクチイワシ Anchovy 〇
(生) カニ Kaa 〇
(生) ジャックフィッシュ Jackfish 〇
(生) ティラピア Perege 〇
(生) サメ Papa
(乾) 小魚 Dagaa 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(乾) エビ Uduvi 〇 〇 〇
(乾) サメ Papa 〇 〇
(乾) テラピィア Perege 〇
(乾) キングフィッシュ Kingfish 〇
(乾) 貝 Samakigamba 〇
(乾) タコ Pweza 〇
(乾) ナマズ Kambare 〇 〇 〇 〇 〇
(乾) 小魚 Dagaa 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(乾) Buluko 〇
(乾) ハイギョ Kamongo 〇
(乾) Luciolates stappersii *** Migebuka 〇
小魚の粉末 Dagaa 〇
Distichodontidae科の魚 Ndungu 〇
***: V. Bashemererwa ”Credit for improved post-harvest technologies in fishing communities Kigoma region, Tanzania," FAO（https://www.fao.org/3/t0606b/T0606B10.htm）より
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表5　果物（7地域の市場での取り扱い）

表6　種実類（7地域の市場での取り扱い）

表7　肉類（7地域の市場での取り扱い）

表8　魚介類（7地域の市場での取り扱い）



110

料は、全ての地域で取り扱いが確認できたが、

特にザンジバルとイリンガで取り扱う種類が豊

富であった。またダルエスサラームのKariakoo

市場ではタンザニア国内産以外のスパイスの

取り扱いもあった（表 9）。その他のものは、

大きい市場よりも地元住民が買い物に行く小

さい商店での取り扱い種類が多かった。しか

し、商店についてはザンジバルでのみ調査が行

われたため、その他 6地域については不明であ

る。特徴的なものとして、ドドマではMpemba

（Kipemba）という鉄分を補給するための砂状

の鉄の取り扱いもあったが、実際は他地域に

も存在する。菓子類の一種として、Kingaruと

Dumilaではバオバブの菓子、Kingaruではゴマ

のおこしのような菓子「カシャタ」も確認でき

た（表10）。

食品群に関する考察

各食品の分類ごとに結果を考察する。葉物野

菜については、ドドマ、ダルエスサラーム、モ

ロゴロの市場での取り扱い種類が多いことが大

きな特徴であった。ドドマは葉物野菜の摂取が

多い「内陸伝統消費パターン」の食事形態の地

域である。また、乾燥技術が発達している地域

でもあるため、葉物野菜に乾燥・加工を施し、

保存性を高め備蓄食として利用していることが

推察できる（武藤他, 2022）。また、ダルエス

サラームは野菜供給の約86%をモロゴロに依存

しているという先行研究（Ombeni et al., 2023）

もあり、モロゴロで生産された野菜がダルエス

サラームへ流通することにより、ダルエスサ

ラームにおける野菜の取り扱いが豊富になって

いるものと考えられる。リンディでは、葉物野

菜の取り扱いが少なく、これは乾季における野

菜摂取頻度が低いことと関連していると考えら

れる（武藤他, 2022）。

その他の野菜については、ドドマ、イリン

ガ、ダルエスサラーム、モロゴロにて、パプリ

カ、カリフラワー、長ネギや万能ねぎの取り扱

いがあった。西洋野菜はタンザニア人の食性に

は馴染みのない食品であり、ドドマでの西洋野

菜の購入は地元住民によるものではないと考え

られる。購入するのは西洋料理店が主であり、

これらの西洋野菜は一般の家庭の食卓に並ぶこ

Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
スパイス各種 Viugo 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
唐辛子 Pilipili 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
トウガラシ属 〇
ミント Mnanaa 〇 〇 〇 〇 〇
ローズマリー Rosmeri 〇 〇 〇 〇 〇
(乾) レモングラス Chaichai 〇 〇 〇 〇
ローゼル (ハイビスカス) Kalkade 〇 〇
にんにく Saumu (Thomu/Thomo) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
しょうが Tangawizi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ライム Ndimu 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ライムの粉 Unga wa ndimu 〇
コリアンダー (葉) Kotmiri 〇 〇 〇 〇 〇
ディル Dill 〇 〇
玉ねぎ (小) Kitunguu 〇 〇 〇 〇
シナモン Mdalasini 〇 〇 〇
カルダモン Hiliki 〇 〇 〇 〇
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Lindi
2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2022 2017~20 2022 2017 2022 2023 2023 2023 2023 2023 2023 2023

食品名(日本語、学名) 食品名(スワヒリ語等)
鉄分の粉 Mpemba (Kipemba) 〇 〇
サトウキビ Muwa 〇
生活用品 Vifaa vya kuishi 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
菓子類 Vitafunio 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
清涼飲料 (ジュース/ソーダ) Juice (Soda) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
卵 Yai 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
飲用ココナッツ Dafu 〇 〇 〇 〇
ミルク Maziwa 〇 〇 〇
調理道具 Vyombo vya kupikia 〇 〇 〇 〇 〇
灰 (えぐみ取り) Majivu 〇
マキ (着火用) Kuni 〇 〇 〇 〇
炭 (木灰) Mkaa 〇 〇
着火剤 〇

Ngomero
市場

Temeke
市場

Nyuki市場 Kariakoo
市場

Soko ya Miji
Mpya 市場

Kingar
u市場

Dumila
市場

Ifunda

Soko la
dugai市場

Soko kuu市場と
その付近の商店

既存の
知見

市場とその
付近の商店

既存の
知見

Dar es Salarm

市場

Morogoro
調査実施年

場所 Darajani
市場

Chaani
市場

Chaani
商店

Paje 商店
1-11

Makunduchi
商店1

Makunduchi
商店2

Majengo
市場

エリア Zanzibar Dodoma Iringa

表9　香辛料（7地域の市場での取り扱い）

表10　その他のもの（7地域の市場での取り扱い）
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とはないようである。ダルエスサラームとモロ

ゴロについては、前に述べているようにモロゴ

ロの生産及びモロゴロからダルエスサラームへ

の流通により、取り扱い種類が豊かであると考

えられる。

豆類は、どの地域でも取り扱いがあったが、

特にドドマ、ダルエスサラーム、モロゴロでの

取り扱い種類が豊富であった。先行研究では、

乾季におけるリンディ州農村での豆類の摂取頻

度がドドマ州農村と比較して有意に高かった

（武藤, 2022）。本調査では先行研究とは異な

る結果となったため、さらなる詳細な調査が必

要である。

主食となる食品では、明らかな地域差は見ら

れず、どの対象地域でもキャッサバ、ジャガイ

モ、米、トウモロコシ、サツマイモを主食とし

ていることがわかる。これは、地域により違い

はあるが、米飯、トウモロコシ、イモ類を主食

としている先行研究の内容と一致する（阪本, 

2022）。また、イリンガ及びイフンダ地域で

は、トウモロコシの粉の取り扱いが確認できな

かったが、これらの地域では自家栽培をするこ

とが多いため、本調査では確認できなかったと

考える。

ザンジバルでは、果物の取り扱い種類が多い

ことが特徴の 1つであった。これは、ザンジバ

ルはリゾート地としても有名なため、果物は観

光客向けの品揃えであると同時に、パッション

フルーツやグアバといった、いわゆる南国フ

ルーツは、雨量の多いザンジバルの特徴的な果

物であることも背景にあるものと推察される。

また、イリンガでは野生の果実も確認できた。

種実類は、モロゴロにて種類豊富に取り扱わ

れていた。それぞれの地域で種類が豊富に取り

扱われている理由については各対象地域の結論

にて言及する。

肉類及び魚介類では、どの地域でも肉類より

は魚介類を取り扱うことが多かった。しかし、

ドドマ、イリンガ、イフンダ、ダルエスサラー

ムでは乾燥させた魚のみの取り扱いであり、生

の魚介類の取り扱いは、ザンジバルのみであっ

た。これは、ザンジバルがインド洋上に位置す

る地理的要因によるものと考えられる。またザ

ンジバルでは、取り扱っていた魚介類の種類が

多く、特にタコを取り扱う面積が大きかった。

魚介類は生だけでなく乾燥させた種類も豊富で

あり、間食として食している人も見受けられ

た。肉類に関しては、ザンジバル、イリンガ、

イフンダ、ダルエスサラーム、モロゴロの市場

で取り扱われていることが確認できた。イリン

ガ、イフンダ、ダルエスサラームでは豚肉の取

り扱いも確認できているが、ザンジバルでは、

鶏肉と牛肉のみであった。これは、ザンジバル

はイスラム教の特色が強い地域であることも

関係している。公式な数値は調査・公表され

ていないが、タンザニア全体では、キリスト

教が63%、イスラム教が34%、その他の宗教が

5 %と報告されているが、ザンジバルでは99%

がイスラム教を信仰しているとの報告もある

（USDS, 2021）。また、モロゴロでは、ハト肉

を唯一取り扱っていた。なお、魚介類はスワヒ

リ語名での調査を行ったため、妥当な日本語名

および英語名を判別できないものがあった。魚

介類の判別については専門知識及び言語的観点

からの調査の限界が存在する。

香辛料については、どの地域も同様の取り扱

い内容であった。しかし、取り扱い面積につい

ては、ザンジバルが他の地域と比較して明らか

に広かった。これは、ザンジバルが香辛料貿易

の拠点でもあったという歴史的背景及びスパイ

スがザンジバルの特産品の一つであるためと考

えられる。

その他については、日用品に関しては、やは

り市場よりも地元住民が買い物に行くような商

店での取り扱い種類が多かった。しかし、商店

についてはザンジバルでのみの調査のため、他
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地域との比較はできない。

地域特性に関する考察

7 地域それぞれの地域特性についてまとめ

る。ザンジバルは、魚介類および果物の取り扱

い種類が他の地域と比較して、多いことが特徴

であった。これはザンジバルの地理的特性の影

響が非常に大きい。魚介類が多い特性について

は、信仰上の理由から喫食可能な肉類が限られ

ていることも 1つの要因と考えられる。

ドドマでは、葉物野菜の取り扱い種類が多い

ことが最大の特徴であり、「内陸伝統消費パ

ターン」の食事であること、乾燥技術が発達し

ていることという 2要因が大きく影響している

と考えられる。

イリンガは野生の果実の取り扱いがあること

が最大の特徴である。イリンガ州、ドドマ州、

リンディ州の農村で行われた食事摂取頻度の地

域差及び季節差を検討した先行研究（武藤他, 

2022）では、イリンガ州の果物の摂取頻度は乾

季、雨季ともに他の地域よりも高かった。 1年

を通して果物を摂取する特徴があるため、果物

に加え、野生の果実の取り扱いも確認できたと

考えられる。

イフンダでは、葉物野菜の取り扱いは少な

かったが、その他の野菜の取り扱い種類が多

かった。先行研究にて、乾季のイフンダでは野

菜はほぼ毎日食べていることが報告されている

（Sakamoto et al., 2020）。先行研究と本調査の

結果から、乾季では葉物野菜ではなく、その他

の野菜が積極的に摂取されていることが推察で

きる。

リンディでは、果物、でんぷん質の植物、魚

が平均的に取り扱われていた。これは、Gudrun

ら（2011, 2016）が同定した「海岸沿いの伝統

パターン」の食事に対応した食品の取り扱いで

あることがわかる。

ダルエスサラームでは、種実類を除くほとん

どの食品類が豊富に取り扱われていた。これ

は、以前の首都であり、未だにタンザニアの主

要都市である背景だけでなく、食材購入率が高

く、個食化が進んでいるという食文化の変移

も関連していると考えられる（阪本, 2022）。

ダルエスサラームでは豆類を週に 2～ 3 回以

上習慣的に食べる傾向が示されており（山崎, 

2012）、この食習慣が豊富な豆類の取り扱いに

関連していると推察される。

モロゴロでは、種実類の取り扱いが豊富であ

ることが特徴的である。これは、モロゴロで

はヒマワリ、ココナッツなどを食用作物とし

て生産及び販売しているという先行研究と一

致する結果となった（Kangile et al., 2020）。種

実類以外にも米、トウモロコシ、モロコシ、

キャッサバ、ヒエを食用作物として生産してい

る（Kangileetal., 2020）ため、どの市場でも取

り扱いが確認できたと考えられる。

2023年の市場調査では、2022年の「市場及び

商店での取り扱い食品は、各地域の食性を推察

できる」という結果に加え、大都市および食料

供給をする都市としての特徴が見えた。ダルエ

スサラームはかつての首都及びモロゴロからの

食料輸送がされている背景との関連が推察でき

た。またモロゴロは、食料の生産及び販売能力

と取り扱い食品の関連が考察できた。
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